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農農農林林林水水水産産産大大大臣臣臣賞賞賞   
「「「事事事業業業所所所・・・地地地方方方公公公共共共団団団体体体等等等」」」分分分野野野   

受賞者名 

 カゴメ株式会社 富士見工場 

所在地 

 長野県諏訪郡富士見町 

受賞テーマ 

 「63 分別によるゼロエミッション継続 11 年」 

 
 同社は生産活動によって排出される不要物の再資源化を 2000 年より促進している。2003 年以降は 99％以上の再資源

化（ゼロエミッション）を 11 年間継続して達成している。再資源化するに当たり、全従業員一丸となり環境教育の実施

と現場での実践を行っている。 

 

生産活動で発生する不要物は、主に資材運搬の為の容器包装や製品検査で発生した PET ボトルや紙パック、野菜搾汁

後の残渣である。不要物が発生する各職場にて各従業員が洗浄と分別を徹底している。63 種類に細かく分別することに

より、その先の再資源化の幅が広がりゼロエミッション達成の要因となっている。 

・不要となったドラム缶やポリタンク、パレットは社内利用、業者返却や有価販売する事で再利用している。 

・廃プラは種類毎に自社や廃棄物委託業者にて洗浄・圧縮・粉砕することで再原料化（マテリアルリサイクル）また

は熱回収（サーマルリサイクル）して再資源化している。 

・金属屑は製鉄会社にて溶解再生され、再び鋼材となる。 

・植物性残渣（食堂にて発生する残渣を含む）や木屑は肥料として再利用される。一部品種の植物性残渣は染色業者

にて染料として再利用される。 

・紙屑は種類毎に分別して回収することで、それぞれ製紙メーカーにてトイレットペーパーやダンボール等に再生さ

れる。 

・不要物の削減に取り組み、過去 10 年間で約 40%（原単位）低減している（リデュース）。 

・有価物化も促進し、約 80%（重量換算）の有価物比率を維持し、工場の経営にも大きく貢献している。 

・電子マニフェスト化を積極的に推進し導入率 100%となり、法遵守への徹底に努めている。 

・工場のプレス機や破砕機にて細かく圧縮・破砕して減容化する事で、輸送時の排出ガス抑制にも効果がある。 

 

 これらの再資源化について、長野県と【産業廃棄物 3R 実践協定】を締結している。県ホームページにて再資源化に関

する計画及び結果報告が掲載されており、情報公開がされている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、工場では地域の小学生の社会化教育の一貫として工場見学会を受け入れしており、その他各団体も含めると年

間約 6000 人の見学者を受け入れている。工場における環境への取り組みを紹介する事で、分別を基本とした３Ｒ活動を

啓蒙している。 

 
 

平成 26 年度リデュース・リユース・リサイクル推進功労者等表彰
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